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令
和
三
年
度
走
時
給
会
が
六

月
三
日
　
サ
ン
マ
リ
ン
気
仙
沼

ホ
テ
ル
観
洋
に
お
い
て
、
会
員

や
来
賓
の
気
仙
沼
税
務
署
中
野

署
長
、
気
仙
沼
市
菅
廉
市
長
、

気
仙
沼
県
税
事
務
所
鈴
木
統
括

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
熊
谷
会
長
よ
り

『
昨
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
の
年
と
し
て
希
望
を
持
っ

て
迎
え
た
は
ず
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
世
界
中
が
混
乱
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
延
期
さ
れ
今
年
開
催

と
な
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

も
行
わ
れ
、
収
束
が
加
速
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
が
、
緊

急
事
態
宣
言
も
出
さ
れ
、
経
済

活
動
の
停
滞
と
混
乱
を
招
い
て

い
る
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
に
苦
慮
さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

、

当

会

の

活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

る。

震
災
の
年
か
ら
早
い
も
の
で

十
年
余
り
が
経
過
し
た
。
こ
れ

ま

で

の

閥

、

厳

し

い

日

々

で

あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

市
内
で
は
、
湾
岸
横
断
橋
の

開
通
や
、
大
谷
道
の
駅
開
業
な

ど
、
復
興
は
確
実
に
前
進
し
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て

気
仙
沼
を
舞
台
に
し
た
N
H
K

朝
の
ド
ラ
マ
　
「
お
か
え
り
モ

ネ
」
も
は
じ
ま
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
復
興
が
加
速
さ

れ

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

る

が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
問
題
に
よ

り
、
先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い

状
況
下
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

な
い
。
国
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
サ
イ
ド
に
対
し
て
は
、
実
情

を
ふ
ま
え
、
今
ま
で
以
上
に
柔

軟
で
き
め
細
や
か
な
対
応
を
強

く
期
待
す
る
。

法
人
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

四
月
か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
開

催
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

）

も
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
進
め

て
い
き
た
い
の
で
、
更
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
』

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
表
彰
式
を
行
い
、
地

道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る

方
々
へ
の
支
援
と
更
な
る
活
躍

を
期
待
す
る
目
的
で
行
っ
て
い

る
「
令
和
二
年
度
（
第
十
八
回
）

社
会
貢
献
大
賞
」
　
の
表
彰
を

行
っ
た
。
受
賞
団
体
に
は
表
彰

状
と
金
一
封
が
贈
ら
れ
、
受
賞

者
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ

で
感
謝
の
言
葉
と
今
後
の
抱
負

な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
各
団
体
の
活
動
紹
介
は
十

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

こ
の
後
議
事
に
入
り
、
①
令

和
二
度
事
業
報
告
②
令
和
三
年

度
事
業
計
画
③
令
和
三
年
度
収

支
予
算
の
三
項
目
を
報
告
し
議

案
審
議
に
移
っ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
第
二
号
議
案

・
令
和
二
年
度
収
支
決
算
承
認

の
件
が
説
明
の
通
り
可
決
さ
れ

た。

第
二
号
議
案
・
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
件
で
は
理
事

三
十
名
、
監
事
三
名
が
選
出
さ

れ
た
。
新
理
事
に
よ
る
互
選
の

結
果
、
岡
本
寛
氏
が
新
会
長
に
、

副
会
長
・
専
務
理
事
が
そ
れ
ぞ

れ
選
任
さ
れ
た
。

稔
会
後
同
会
場
に
お
い
て
、

気
仙
沼
税
務
署
長
か
ら
永
年
に

わ
た
り
当
会
の
役
員
を
務
め
、

税
の
啓
発
活
動
へ
の
支
援
・
協

力
に
対
し
中
野
署
長
か
ら
熊
谷

会
長
と
高
橋
和
志
理
事
へ
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
た
っ

斯
咋
也
悶

（
※
は
新
任
）

●
会
長

岡
本
　
寛

工場）
●
副
会
長

石
川
雄
治

菅
野
秀
寿

セ
ン
タ
ー
）

熊
谷
智
範

畠
山
　
淳

阿
部
　
隆

（
㈱
岡
本
製
氷
冷
凍

（
㈲
石
川
電
気
商
会
）

（
㈱
菅
野
ビ
ジ
ネ
ス

（
㈱
マ
ル
ヤ
マ
）

（
㈲
大
谷
観
光
）

（
㈱
阿
部
伊
組
）

山
本
富
士
男
　
（
㈲
山
本
セ
メ
ン

ト）●
専
務
理
事

吾
妻
隆
男

ス）小
泉
　
進

菅
原
昭
彦

高
橋
正
樹

生
駒
正
博

菅
野
　
潔

勝
倉
宏
明

足
利
宗
洋

千
乗
　
健

谷
村
明
信

佐
藤
俊
輔

小
山
憤
矢

星
　
要
一

三
浦
　
豊

山
内
一
功

伊
藤
和
長

藤
谷
廣
司

高
橋
　
渡

●
監
事

熊
谷
英
宣

鈴
木
浮
平

宮
井
和
夫

クシー）

（
㈲
吾
妻
モ
ー
タ
ー

（
㈱
小
野
良
組
）

（
㈱
男
山
本
店
）

（
㈱
気
仙
沼
商
会
）

（
㈱
東
北
安
田
）

（
㈱
菅
野
自
動
車
）
※

（
勝
倉
漁
業
㈱
）

（
㈱
足
利
本
店
）

（
ア
サ
ヒ
冷
熱
㈱
）

（
ア
ー
バ
ン
㈱
）

（
㈱
カ
ネ
ダ
イ
）

（
㈲
丸
善
商
事
）
　
※

（
㈲
エ
ー
ス
産
業
）
※

（
㈲
三
浦
板
金
工
業
）

（
㈲
山
内
金
物
店
）

（
丸
伊
伊
藤
屋
㈱
）

（
阿
部
藤
建
設
㈱
）

（
高
橋
工
業
㈱
）

（㈱大信）

（
㈱
ホ
テ
ル
松
軒
）

（
㈱
気
仙
沼
観
光
夕

加
藤
正
禎

所）●
理
事

浅
倉
眞
理

尾
形
和
優

臼
井
真
人

石
川
尚
美し

（
気
仙
沼
商
工
会
議

（
㈱
三
陸
新
報
社
）

（㈱丸和）

（
㈱
白
兵
倉
庫
）

（㈲石川）

永
年
勤
続
功
労

経
理
担
当
者
表
彰

（
敬
称
略
）

㈱
か
わ
む
ら
　
　
石
森
　
晴
美

志
津
川
建
設
㈱
　
山
内
世
利
子
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令
和
三
年
度
事
業
計
画

一
軒
は
風
刺
一

1
　
適
正
公
平
な
税
制
と
租
税

負
担
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、

総
力
を
結
集
し
て
政
府
・
国

会
並
び
に
政
党
に
対
し
て
（
公

財
）
　
全
国
法
人
会
総
連
合
を

連
合
会
お
よ
び
関
係
友
誼
団
体

と
連
絡
協
調
を
図
る
と
と
も

に
、
本
会
の
公
益
法
人
と
し
て

の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
を

実
施
す
る
。

6
　
会
員
企
業
、
地
域
経
済
復

興
に
向
け
て
の
支
援
事
業
、
情

報
提
供
を
実
施
す
る
。

通
じ
て
強
力
な
要
望
を
行
い
、

そ
の
実
現
を
期
す
る
。

税
務
当
局
と
の
相
嘉
頼
凰

に
よ
り
、
税
務
行
政
の
円
滑

な
運
営
に
協
力
し
、
申
告
納

税
制
度
に
寄
与
す
る
。

日
計
主
義
を
徹
底
し
、
経

営
の
合
理
化
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
申
告
体
制
を
確
立

す
る
た
め
誠
実
な
記
帳
と
適

正
な
申
告
の
指
導
に
努
め
る
。

企
業
経
営
の
健
全
を
期
し
、

企
業
の
合
理
化
、
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
経
営
・
経

理
・
労
務
に
関
す
る
研
究
指

導
を
行
う
。

（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連

合
、
東
北
六
県
法
人
会
連
合

会
、
〓
社
）
　
宮
城
県
法
人
会

1
．
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
・
納
税
道
義
の
高
揚
並
び
に

財
政
及
び
税
制
・
税
務
に
関
す

る
調
査
研
究
・
投
書
に
関
す
る

事
業
　
（
公
1
）

㈲
税
知
識
の
普
及
を

目
的
と
す
る
事
業

①
税
務
研
修
会

②
税
や
財
政
講
演
会

③
新
設
法
人
説
明
会
・
決
算

申
告
説
明
会
・
消
費
税
説

明
会

④
参
考
本
、
テ
キ
ス
ト
の
配

付
（
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
普
及
、
推
進
）

㈲
納
税
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
す
る
事
業

①
広
報
誌
の
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

税
情
報
の
広
報

③
租
税
教
室

④
税
の
絵
は
が
き
募
集

⑤
「
税
を
考
え
る
週
間
」

広
報
及
び
協
賛
事
業

⑥
e
・
T
a
 
X
の
利
活
用
の
促
進

㈱
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調

査
研
究
並
び
に
提
言
に
関
す
る

事
業①
税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

②
税
制
改
正
要
望
書
の

関
係
機
関
へ
の
提
出

③
税
制
改
正
要
望
大
会

④
全
国
青
年
の
集
い

⑤
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
．
地
域
中
小
企
業
の
健
全
な

経
営
と
発
展
に
資
す
る
事
業

（公2）

）

州
地
域
企
業
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
事
業

①
経
営
セ
ミ
ナ
ー

（
地
域
活
性
化
・
先
進
事
例

研
究
等
セ
ミ
ナ
ー
）

②
経
済
セ
ミ
ナ
ー

③
財
務
・
会
計
セ
ミ
ナ
ー

④
社
員
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⑤
教
養
講
話

⑥
講
演
会

3
．
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
　
（
公
3
）

州
地
域
社
会
貢
献
を

目
的
と
す
る
事
業

①
社
会
貢
献
大
賞
表
彰

②
学
校
関
係
、
公
共
・
福
祉

施
設
等
へ
の
物
品
寄
贈

③
講
演
会
の
開
催

4
．
会
員
相
互
の
情
報
交
換
並

び
に
交
流
に
関
す
る
事
業
、
経

営
支
援
事
業
及
び
入
会
促
進
に

関
す
る
事
業
　
（
他
1
）

叫
会
員
増
強
運
動
の
充
実

①
新
設
法
人
情
報
の
取
得

②
支
部
に
よ
る
会
員
勧
奨

③
役
員
合
同
会
議

㈲
会
員
交
流
に
資
す
る
事
業

①
新
年
会
員
交
流
会

②
総
会
交
流
会

③
役
員
合
同
会
議
交
流
会

④
部
会
移
動
研
修
会

⑤
部
会
視
察
研
修
会

⑥
支
部
交
流
会

㈱
会
員
福
利
厚
生
等
に

関
す
る
事
業

①
経
営
者
大
型
保
障
制
度
の

普
及
推
進

③
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
の
普
及
推
進

⑨
が
ん
保
険
制
度
の普
及
推
進

④
貸
倒
保
証
制
度
の普
及
推
進

⑤
P
E
T
検
診
の
普
及
推
進

㈲
支
部
、
部
会
の
充
実

①
部
会
研
修
会

②
支
部
研
修
会

③
唐
桑
支
部
三
〇
周
年
、
歌

津
・
志
津
川
支
部
四
〇
周

年
記
念
事
業
の
開
催

㈲
会
員
特
別
融
資
制
度
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令和2年度正味財産増減計算書【決算】
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科目 �9iD�7��前年度 ��ﾘﾋ��適用 

．脛軌晩好の許 �� �� 

①基本財産運用益 塔�"�800 �"�暮ヰ財産利息」収入 

（診特定十重運用益 田�2�606 途� 

③受取会費 嶋�3C3��C�s��8．510，000 ��#s��C�3��令和2年度全土 

④専業収益 �#cX�3��"�820，871 ��#3SH�C田�� 

（9受取助成金等 嶋�3s�h�C#���6．615．… �����C3���全法連・■塵助成金 

（勤受取負担金 鼎嶋�Hx｢�1．260．00○ ��#sc(�C���� 

α）受取書付金 鉄��C����47，0（抑 �8�C����産前法人会暮捜金 

（診雑収入 �����3�ッ�510，481 ��#3S��C3迭�広報広告掲載料等 

ヨ隆胃収益t汁 ��h�C�#��3ss2�17．585．＄58 ��#��CCC8�3ャR� 

①事集■ 嶋�3鉄��CX�ｸ�ｲ�15．047．014 ��#X�C�店�CCCR� 

役■報酬 ���○ ��� 

給料手当 滴�C##��CC#��4．849．800 ��#c#��C����■1飴与・手当 

退■給付t用 �3cX�Cs���336．000 �#��Cs���韓退会掛金 

楕利厚生書 都�H�CsCb�927，928 ��##�8�C��"� 

旅暮交i★ �����C#S��340．010 �8�##��3s��� 

i償運搬書 鼎S��I4�2�874．388 ��###8�C3�2� 

印鋼製本書 都s8�C#3"�638．788 ��3H�CCCB�研儀会テキスト印刷 

会■費 �3��C����18．000 �#��3����婁1金開催■ 

広嶋制作書 �#��C����337．335 ��#Cx�CS3R� 

会場費 �#S��Cゴ"�421．840 ��#�s��Cy4R� 

騰謝金 都�(�CC�"�1．915．859 ��#��C#�8�C3�r� 

広告量伝責 �#�x�C�3��318．808 ��#����CCs��研儀食事内広告織れ料 

全人交流費 鼎3h�Cc#��2．638．979 ��#(�C(�倅Cゴ�� 

支払負担金 ���88．M �8�K��佩�� 

支払書付金 鼎���CゴB�372，500 �3��C3SB� 

嚢彰暮 鼎#X�CCCb�512，218 ��)_ﾆ��Css"�社食1離事業表彰義金 

消耗什婁廿晶暮 ��x�C��"�5．280 �?ｨ�C�3"�ファックス4攣代 

消耗品責 度�C�C��31．585 ��##H�CC���事務用品 

t借料 鉄���C鼎��575．520 �8�sH�CS���事♯所1借料 

燃料■ �(�C#ビ�5．784 ��#8�CC途�暮雨ガソリン代 

組t ��8�CCCr�41．014 ��##x�Cャr�緒慮十 

倭）管理t 滴�C3Sh�3鉄B�3．93与．297 鼎#��3ゴr� 

投■中農 �#��Cc���50．400 ��##��C���� 

給料手当 ���Cンh�CS���1，212．400 ����C����■■給与・手当 

遺書給付t用 ��ォ�33���84．∝旧 塔��C3���特遺金掛金 

橿判厚生文 �3#��3����231．982 塔��C�3�� 

撫t交通費 �3h�C3C��188．840 ��#�S��C3���役■■旅t・書l金線t 

通信運搬t �3#8�C��r�2訓i．040 �#x�Cャr� 

印桝製本t ��3H�3##��128．777 度�CCCB� 

会ht �#C��C�3��531．6（】0 ��##���Cピ��役■食開催t 

広嶋制作t ��3��C#���84．332 鼎X�C���� 

謄会す �33X�C����349．4（】0 ��#�8�CS��� 

支払負担金 ���C����101．080 ��#����H�从ﾈ�ｲ� 

支払委託書 �#SX�C��粕��252．080 �8�H�Xｸﾂ�各支部事務委託t 

租税公霞 �����Cc���90．500 ����C����法人税．市■民観讐 

新聞眉暮責 ����C����19．800 ���新蘭■駄科 

■弔書 鉄x�3�モ�90．034 ��#3(�H晴,ﾒ�■弔十用 

消耗什さ■晶★ 度�Ccモ�1．320 塗�C3c��ファックス壮瞥代 

消耗品暮 �8�C#���4．988 ��#��CssR�事務用品 

1借料 �##X�C�c��143．880 塔��C����事務所t借料 

燃料書 ���C�#��1．448 ��#C���■両ガソリン代 

檎責 塔��C3コ�77．780 �8�C�#R� 

経常要用計 ��H�33���CS#2�18．98孔311 ��#H�CピH�Csモ� 

当期経常増減額 ���C��8�C#S��△1．417，853 �� 

2脛営み劇のj謬 �� �� 

（1）経常外収益 �#���C����1（札000 �� 

（2）経常外費用 �#���8�Xｸﾂ�100．000 �� 

当期経常外増減額 ���0 �� 

当期一般正味財産増減額 ���C��8�3#S��△1．417．653 �� 

一般正味財産期首残高 �#��C�3H�3cs"�21．452．325 �� 

一般正味財産期末残高 �#��Cイx�C�#"�20．034．672 �� 

正味財産期末残高 �#��3イx�3�#"�20．034．672 �� 
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令和3年度正味財産増減計算書【予算】
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

科目 �9iD�7��前年度 ��ﾘﾋ��適用 

／．脛党放好のj野 �� �� 

（む基本財産運用益 塔���800 ���基本財塵利息収入 

②特定資産運用益 都���700 ��� 

（診受取会費 嶋�c店�C����8．410，000 ��##�X�C����令和3年度会暮 

④書手収益 �3S��C����508，000 ��#�S��C���� 

⑥受取助成金等 店�CcsH�CC���8．415，200 ��#sC��C����全法違・県連助成金 

⑥受取負担金 ���C���C����1．201，M ��#�(�C���� 

（訪受取寄付金 ���0 ��� 

（診維収入 都S��3����750．100 ��� 

経常収益計 ��h�C�c��C��X�｢�17．277，800 ��#��C��x�3���� 

①事業費 ��H�CS3��C(�X�｢�14．896．400 ��#3Sx�C#��� 

役員報酬 丶ﾓc���0 祷�3c��� 

給料手当 滴�C鼎H�C����4．896．000 鼎��C����暮■給与・手当 

退■給付費用 田#H�C����432．000 ���(�6ﾒ�特退金掛金 

橿利厚生費 涛s��C#���770．000 �#���C#��� 

旅！交通！ �#s��C����340．000 ��#i?ｳ���� 

通償運搬井 鉄#��C����520．000 ��� 

印刷製本費 �3s��C����500．000 ��#�3��C����研拝金テキスト印刷 

金は費 田��C����88．000 ��##��C����委■会開催t 

広報嘲作文 �3C��C����340．000 ��� 

全書★ 鼎�X�C����520．m ��#��X�C����研修会等会場代 

糟謝金 �(�C3���C����2－420．M ��#����C���� 

広告宣伝費 �#���C����300．000 ��#���C����研修会茶内広告縄七料 

会■交流費 ���Css��C����2，000．000 ��##3��3��从ﾂ� 

支払負担金 �����C����100．000 ��� 

支払寄付金 �3���C����480．000 ��#����C��儉2� 

表彰費 鉄#��C����500．000 �#��C���� 

消耗什器傭晶費 �#��C����20．000 ��� 

消耗品費 �#��C����20．000 ���事務用品 

1借料 鉄���C����580．800 ���事務所t借料 

燃料暮 祷�Cc���9．800 ���暮雨ガソリン代 

雑文 �#H�C����80．000 ��#3��C����諸凛t 

②管理費 �8�3ツ8�I$��3．560．800 ���(�C���� 

役■報酬 鼎��C����40．000 ���県連会議等日当 

給料手当 ���C#3h�C����1．224．000 ��(�C����僧員給与・手当 

退職給付★用 ��Sh�C����108．000 鼎��C����特退金掛金 

福利厚生★ �#C(�C����200．000 鼎(�C���� 

撫暮交通十 ��c��C����160．000 ���役■Å擁義・部会娩義 

通信運搬★ �3���C����300．000 ��� 

印崩製本費 ���X�C����105．000 ��� 

会隕t �#C��C����240，000 ���金線開催■ 

広報制作費 塔X�C����85．000 ��� 

隋会費 �3C��C����34凱000 ��� 

支払■纏金 塔��C����80．000 ��� 

支払委託費 �#S(�3����252．000 ���各支部事樺委託暮 

租税公課 �����C����100．000 ���法人税、市県民税等 

新聞図書費 �#��C����20．000 ���新聞購吐料 

慶弔★ 塔��C����80．000 ���■弔t用 

消耗什さ儀品書 店�C����5．000 ��� 

消耗品■ 店�3����5．000 ���■務用品 

書借料 ��CX�C#���145．200 ���事務所↑借料 

燃料★ �(�3C���2．400 ��� 

捜t 田��3����60．000 ���頼経霊 

経常費用計 ����C#�(�Cc���18．457．000 ��##SH�3C��� 

当期経常増減亀 ��#(�C�C(�Cc���△1．17凱200 �� 

2度営み願のj野 �� �� 

（1）経常外収益 �#���H�YL2�100．000 �� 

（2）経常外費用 �#���C����100．000 �� 

当期経常外増減額 ���0 �� 

当期一般正味財産増減額 ��#(�C�C(�Cc���△1．179．200 ��－ 
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曖恕恕恕　垂壇垂垂嚢　春春麺．
≪摂取目安土は85／」g（マイクログラム）　日以上≫

サケ1切れ（80g）256〝g

イワシ丸干し1尾（30g）150〟g

サンマ1尾（正味100g）157〟g

カレイ　小1尾（正味100g）130〝g

ブリ1切れ（80g）64〟g

しらす干し大さじ2杯（10g）611Jg

干しシイタケ2個（6g）08〃g

きくらげ乾燥2枚（2g）17〝g

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
未
だ
に
続
い
て

い
る
状
態
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
〝
環
境
変

化
″
が
例
年
よ
り
も
多
く
の
人

に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

普
段
と
異
な
る
環
境
で
仕
事

や
勉
強
を
行
う
う
え
、
日
々
流

れ
る
悲
惨
な
報
道
に
感
情
移
入

を
し
て
憂
鬱
に
な
る
人
も
多
く
、

「
コ
ロ
ナ
鬱
」
　
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
外
敵
に
負
け
な
い
心

身
を
養
う
た
め
に
、
何
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
？

順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
の

小
林
弘
幸
先
生
は
、

「
こ
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
を
有
利
に
進
め
ら
れ
る

か
否
か
は
、
す
べ
て
私
た
ち
の

免
疫
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

生
物
が
長
い
年
月
を
か
け
て

虐
社
　
管
理
栄
養
士
　
吉
岡
美
保

作
り
上
げ
た
鉄
壁
の
免
疫
シ
ス

テ
ム
が
正
し
く
作
動
す
る
よ
う

に
、
先
ず
は
毎
日
の
生
活
を
整

え
て
健
康
で
い
る
こ
と
。
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

は
、
個
人
の
力
だ
け
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

丁
寧
な
暮
ら
し
で
日
々
の
健
康

を
積
み
重
ね
る
〝
発
症
し
な
い

た
め
の
対
策
″
は
、
誰
に
も
平

等
で
、
何
よ
り
有
効
で
す
」
　
と

話
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

「
腸
内
環
境
」
　
と
　
「
自
律
神
経
」

に
効
率
よ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
で
、
予
防
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
免
疫
力
を
高
め
る

と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、
ビ
タ
ミ
ン
D
で
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
患

者
に
ビ
タ
ミ
ン
D
不
足
の
人
が

多
い
こ
と
が
、
統
計
学
上
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
D
不
足
の
場
合
、
感
染
リ
ス

ク
で
1
．
5
倍
、
軽
症
以
上
の

入
院
リ
ス
ク
が
2
倍
に
な
る
と

い
う
報
告
も
。
日
本
人
の
7
～

8
割
が
ビ
タ
ミ
ン
D
不
足
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
こ
そ

積
極
的
に
摂
る
べ
き
栄
養
素
と

い
え
ま
す
」
　
と
、
小
林
先
生
は

強
調
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

大
注
目
！
動
物
性
の

呼
吸
器
疾
患
に
対
し
て
免
疫
力

を
高
め
る
作
用
や
、
免
疫
力
を
強

化
し
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力
を
強

め
る
と
い
わ
れ
る
の
が
ビ
タ
ミ
ン

D
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

効
果
で
、
い
ま
脚
光
を
浴
び
て
い

」

「
ビ
タ
ミ
ン
D

る
栄
養
素
で
す
。

い
わ
し
や
サ
ー
モ
ン
な
ど
の

魚
介
類
、
卵
、
干
し
椎
茸
な
ど

の
き
の
こ
、
牛
乳
、
海
藻
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
、
野
菜
や
肉
類

に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

紫
外
線
に
よ
り
、
皮
膚
で
作

り
出
さ
れ
る
栄
養
素
で
も
あ
る

の
で
、
冬
な
ら
3
0
分
程
度
の
日

光
浴
習
慣
も
大
切
で
す
。

鬱
や
が
ん
の
発
症
に
も
関
係

し
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
約
8
割
が
　
「
ビ

タ
ミ
ン
D
不
足
」

ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
脂
溶
性
（
脂

に
溶
け
る
性
質
を
持
つ
）
　
ビ
タ

ミ
ン
で
、
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
促
し
て
、
丈
夫

な
骨
を
維
持
し
ま
す
。

欠
乏
す
る
と
、
く
る
病
　
（
小

児
）
、
骨
軟
化
症
　
（
成
人
）
　
な

ど
骨
が
弱
く
も
ろ
く
な
る
病
気

が
起
こ
り
ま
す
。

「
か
つ
て
は
、
欠
乏
を
起
こ

さ
な
い
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て

き
た
ビ
タ
ミ
ン
で
す
が
、
近
年
、

研
究
が
進
み
、
軽
度
の
不
足
で

あ
っ
て
も
、
骨
以
外
に
様
々
な

疾
患
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
日
本
人
が
ビ
タ
ミ

ン
D
不
足
傾
向
な
の
は
な

ぜ
か
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
食
品
で
は

サ
ケ
や
イ
ワ
シ
な
ど
の
魚
に
多

く
含
ま
れ
ま
す
が
、
他
に
十
分

〕

な
虫
を
摂
れ
る
食
品
は
少
な
い

栄
養
素
で
す
。

キ
ノ
コ
に
も
含
ま
れ
ま
す
が
、

魚
ほ
ど
虫
は
摂
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
全

身
で
働
く
非
常
に
重
要
な
成
分

で
あ
る
た
め
、
ヒ
ト
は
紫
外
線

（
U
V
）
　
を
皮
膚
に
浴
び
る
こ

と
で
体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
7
二
ア
ヒ
ド
ロ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
）
　
か
ら
合
成
す
る
力
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ビ
タ
ミ
ン
D
源
と

な
る
魚
の
摂
取
量
が
減
り
、
日

焼
け
を
防
ぐ
た
め
に
U
V
ケ
ア

を
徹
底
す
る
習
慣
が
浸
透
し
た

こ
と
で
、
日
本
で
も
ビ
タ
ミ
ン

D
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
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呵
　
腸
内
環
境
を
整
え
る
、
2
種
類

以
上
の
　
「
発
酵
食
品
」

体
の
中
の
免
疫
細
胞
の
7
割

を
占
め
る
の
が
、
腸
。

そ
の
腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス

が
、
免
疫
力
を
支
え
て
い
る
の

は
周
知
の
事
実
で
す
。

す
で
に
定
着
し
て
い
る
善
玉

菌
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
良
い
菌
を

食
事
で
送
り
込
む
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
人
に
よ
り
善
玉
菌
の

種
類
は
さ
ま
ざ
ま
。

摂
る
発
酵
食
品
と
の
相
性
や

発
揮
す
る
効
果
の
具
合
が
異
な

る
た
め
、
2
種
類
以
上
の
発
酵

食
品
を
摂
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
意
識
的
に
替
え
て
、
な
る
べ

く
多
種
類
の
発
酵
食
品
を
摂
り

ま
し
ょ
う
。
排
泄
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
、
毎
日
摂
取
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
に

あ
る
発
酵
食
品

漬
物
、
納
豆
、
チ
ー
ズ
な
ど

私
た
ち
が
普
段
か
ら
口
に
す
る

機
会
が
多
い
発
酵
食
品
。

こ
れ
ら
発
酵
食
品
は
、
微
生

物
た
ち
の
活
動
に
よ
り
、
様
々

な
原
料
が
　
「
発
酵
」
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
き
上
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
大
豆
」
　
で
あ
れ

ば
、
コ
ウ
ジ
カ
ビ
が
大
豆
の
た

ん
ば
く
質
を
分
解
し
て
、
ア
ミ

ノ
酸
な
ど
を
作
る
と
、
「
味
噌
」

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
微
生
物
が
何

か
を
分
解
し
て
作
り
出
す
活
動

が
発
酵
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
食
べ
物
が
発
酵
食
品
な

の
で
す
。
発
酵
食
品
に
は
、
パ
ン
や
ワ

イ
ン
、
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
、
世
界
各
地
に
多
く
の
種

類
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
日
本
に

も
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
お
節
、
醤
油
、
酢
、
み

り
ん
、
漬
物
、
甘
酒
、
納
豆
と
、

日
常
の
食
卓
で
も
よ
く
見
か
け

る
食
材
が
多
い
で
す
。

私
た
ち
の
腸
内
に
は
、
様
々

な
菌
が
す
ん
で
い
て
、
そ
れ
ら

は
大
き
く
　
「
善
玉
菌
」
　
と
　
「
悪

玉
菌
」
　
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

善
玉
菌
は
、
私
た
ち
の
身
体

の
調
子
を
整
え
て
く
れ
ま
す
が
、

そ
の
働
き
の
一
つ
に
、
免
疫
細

胞
の
活
性
化
が
あ
り
ま
す
。

発
酵
食
品
に
は
、
こ
の
善
玉

菌
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
の
で
、

食
べ
る
こ
と
で
、
直
接
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
食
べ
方

っ
て
あ
る
の
？

発
酵
食
品
は
、
プ
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ク
ス
と
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
を
合
わ
せ
て
食
べ
る
と
効

果
的
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い

ます。プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
バ
ラ
ン
ス
を

改
善
し
て
、
体
調
調
節
を
行
っ

て
い
る
生
き
た
菌
（
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
・
乳
酸
菌
・
酪
酸
菌
な
ど
）

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、

腸
内
善
玉
菌
の
増
殖
を
促
す
働

き
の
あ
る
食
物
繊
維
や
オ
リ
ゴ

糖
を
含
ん
だ
食
品
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
の
餌

と
な
る
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

が
あ
る
と
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
が
活
性
化
し
て
、
効
果
ア

ッ
プ
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

同

価

働

巴

）

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ

る
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
、
プ
レ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
蜂
蜜
の
組

み
合
わ
せ
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
含

ま
れ
て
い
る
乳
酸
菌
と
蜂
蜜
に

含
ま
れ
て
い
る
オ
リ
ゴ
糖
で
、

効
果
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま
す
。

朝
の
ひ
と
品
に
加
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
＋
バ
ナ
ナ

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ

る
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
、
プ
レ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
バ
ナ
ナ
の

組
み
合
わ
せ
。
ど
ち
ら
も
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
品
と
し
て
有
名
で
す

ね
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
含
ま
れ
て

い
る
乳
酸
菌
と
、
バ
ナ
ナ
に
含

ま
れ
て
い
る
食
物
繊
維
で
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

味
噌
＋
キ
ャ
ベ
ツ

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ

る
味
噌
と
、
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
で
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ
の
組
み

合
わ
せ
。
味
噌
は
大
豆
発
酵
食
品
で
、

キ
ャ
ベ
ツ
は
食
物
繊
維
が
豊
富
。

居
酒
屋
な
ど
で
も
食
べ
ら
れ
る

の
で
、
オ
ス
ス
メ
で
す
。

大
豆
発
酵
食
品
の
プ
ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
醤
油
・
み

り
ん
と
、
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り

の
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ

る
ご
ぼ
う
の
組
み
合
わ
せ
。

和
食
で
あ
れ
ば
、
醤
油
・
み

り
ん
は
調
味
料
と
し
て
よ
く
使

う
の
で
、
ご
ぼ
う
だ
け
で
な
く
、

人
参
・
レ
ン
コ
ン
・
玉
ね
ぎ
な

ど
食
物
繊
維
が
多
い
食
材
を
使

用
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

チ
ー
ズ
　
（
フ
ォ
ン
デ
ュ
）

＋
ジ
ャ
ガ
イ
モ

醤
油
＋
み
り
ん
＋
ご
ぼ
う

（
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
）

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
で
食
べ

る
組
み
合
わ
せ
。
プ
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
チ
ー
ズ
と
、

プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る

ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
ほ
か
に
も
、
チ

ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
に
合
う
プ
レ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
は
、
ア
ス
パ

ラ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
き
の
こ
類
な

ど
が
あ
る
の
で
、
一
緒
に
食
べ

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

（
出
典
．
光
英
科
学
研
究
所
　
「
バ
イ
オ

ジ
エ
ニ
ッ
ク
ス
と
は
何
か
？
」
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
負
け
な
い
体
作
り
は
、
食

生
活
か
ら
で
す
。

意
識
的
に
発
酵
食
品
を
摂
る

食
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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株式会社セールスリンク　代表取締役　佐藤なな子

世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ

先
日
、
あ
る
営
業
会
社
か
ら
、

お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
い
営
業
社
員
の
手
書
き
の
手

紙
で
す
。
会
社
か
ら
書
け
と
言
わ
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
拙
い

字
と
拙
い
文
面
な
が
ら
、
便
箋

2
枚
に
渡
り
書
か
れ
た
手
紙
に

は
、
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
こ
の
商
品
を
購
入
す

る
時
に
は
、
必
ず
こ
の
会
社
で

購
入
し
よ
う
。
そ
ん
な
風
に
思

わ
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
話
を
2
0
代

の
若
者
に
し
た
と
こ
ろ
　
「
手
紙

な
ん
て
、
ウ
ザ
く
な
い
で
す
か

？
」
と
一
蹴
。

「
会
社
の
商
品
買
っ
た
だ
け

で
、
手
紙
も
ら
う
な
ん
て
、
ち

ょ
っ
と
重
い
で
す
よ
ね
。
怖
い

な
あ
。
そ
れ
に
書
か
さ
れ
た
感

ア
リ
ア
リ
の
も
の
な
ん
て
、
心

が
こ
も
っ
て
な
い
で
す
よ
ね
」

と
い
う
の
で
す
。

筆
者
は
5
0
代
。
手
紙
は
有
効

な
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
だ
と
、
教
わ
り
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
私
以
上
の
年

代
に
は
、
な
じ
み
深
く
、
も
ら

っ
て
も
嬉
し
い
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
2
0
代
の
感
覚
で
は
、

封
書
の
手
紙
は
　
「
重
く
て
ウ
ザ

い
」
代
物
に
な
る
よ
う
で
す
。

先
日
、
あ
る
中
小
企
業
で
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
を
担
当
し

ま
し
た
。

ヽ

そ
こ
で
2
0
代
の
営
業
社
員
か

ら
、
「
う
ち
の
部
長
は
、
な
ん
の

前
触
れ
も
な
く
、
突
然
、
電
話

を
か
け
て
く
る
ん
で
す
。
こ
れ

っ
て
、
マ
ナ
ー
違
反
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
」
　
と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

詳
し
く
話
を
聴
く
と
　
「
お
客

様
に
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
電
話
す

る
の
も
抵
抗
が
あ
る
。
最
初
、

メ
ー
ル
な
ど
で
、
都
合
を
確
認

し
た
上
で
、
電
話
を
す
る
の
が

マ
ナ
ー
で
は
な
い
か
」
　
と
い
う

の
で
す
。
確
か
に
最
近
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

上
で
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
や
S

N
S
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
な
ど

で
　
「
本
日
、
お
電
話
で
き
る
時

間
は
、
ご
ざ
い
ま
す
か
」
　
「
明

日
、
電
話
を
入
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
、
都
合
の

良
い
時
間
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
」
　
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た。

私
の
世
代
で
は
、
電
話
は
突

然
か
か
つ
て
く
る
、
あ
る
い
は

突
然
か
け
る
の
が
当
た
り
前
。

し
か
し
2
0
代
の
若
者
に
と
っ

て
は
、
突
然
か
か
っ
て
く
る
電

話
は
不
躾
で
暴
力
的
に
映
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
当
社
顧
客
の
6
0
代
社

長
は
　
「
紹
介
し
て
く
れ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ん
だ
け
ど
、
ず

つ
と
リ
モ
ー
ト
面
談
ぽ
っ
か
り

で
、
さ
っ
ぱ
り
訪
問
し
て
く
れ

な
い
ん
だ
よ
。
手
抜
き
だ
よ
な
」

と
、
ご
不
満
顔
。

足
を
運
ん
で
ナ
ン
ボ
。
現
場

を
見
て
ナ
ン
ボ
。
緊
急
事
態
宣

言
も
収
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

少
し
く
ら
い
顔
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
と
言
い
ま
す
。

実
際
に
、
別
な
5
0
代
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
、
リ
モ
ー
ト
面

談
も
あ
る
け
れ
ど
　
「
社
長
の
顔

を
見
た
い
か
ら
」
　
「
大
切
な
お

話
は
、
直
接
伝
え
た
い
」
　
と
、

2
カ
月
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス

で
、
必
ず
訪
ね
て
来
て
く
れ
る

と
の
こ
と
。

当
社
で
紹
介
し
た
手
前
、
そ

の
3
0
代
後
半
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
も
事
情
を
伝
え
、
話
を
聴

い
た
と
こ
ろ
　
「
社
長
は
ご
多
忙

で
、
リ
モ
ー
ト
面
談
も
効
率
的

だ
と
喜
ん
で
い
た
」
　
と
、
意
外

そ
う
な
顔
。

「
資
料
も
デ
ー
タ
も
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
て
い
る

し
、
社
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
現

場
の
様
子
も
動
画
で
送
っ
て
も

ら
っ
て
も
い
る
。
仕
事
に
は
不

足
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
　
と

困
惑
の
様
子
。

ど
う
や
ら
、
世
代
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
こ
こ
に
き
て
激
変
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

Z
世
代
、
ミ
レ
二
ア
ル
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
2

0
0
0
年
代
生
ま
れ
の
世
代
を

「
Z
世
代
　
（
G
 
e
 
n
 
e
 
r
 
a
－

i
 
O
 
n
 
Z
）
」
と
い
い
ま
す
。

年
齢
で
い
う
と
2
4
歳
以
下
の

世
代
で
す
。

物
心
つ
く
頃
か
ら
複
数
の
S

）

N
S
が
存
在
し
、
S
N
S
ネ
イ

テ
ィ
ブ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

複
数
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使

い
こ
な
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
、
オ
ン
タ
イ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の
が
、
当

た
り
前
の
世
代
。
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Z世代
1997年以降生まれ（24歳以下）

●SNSネイティブ

●前向きに捉えられるが、安定志向では
ない
●リアルとオンラインを行き来する購果
●上司の指示は理解するが、従うかは自
分で決定
●プライバシー保護に敏感
●ブランドではなく、本質に価値を見出す
●オンタイムでのコミュニケーション

●社会課題への意識が高い
●多様性を認める価値観

Y世代
ミレニアル世代

1980－96年生まれ（25～40歳）

●デジタルネイティブ
●個人主義
●モノよりコト、知識より経験重視
●コミュニティに所属し、仲間意識が高い
●ブランドではなく、個性あるもの
●買い物はネットショップで、コスパ重視
●恋愛や結婚に執着していない
●終身雇用に執着していない

X世代
団塊ジュニア

1965－80年生まれ（41

●競争意識が高い
●消費生活が当たり前
●ブランド重視
●プライベート重視
●人とリアルに会うことが重要
●SNSなどの参加意欲がある

友
人
と
連
絡
を
取
る
プ
ロ
セ

ス
も
、
5
0
歳
代
の
私
と
は
、
ま

っ
た
く
違
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
S
N
S
ツ
ー
ル
の

コ
ミ
ユ
l
〓
ア
ィ
に
行
き
、
そ
の

場
に
い
れ
ば
話
を
す
る
。

も
し
く
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
い
る
友
人
に
　
「
A
君
は
、

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
い
る
か

な
？
」
　
と
確
認
し
て
、
違
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
移
動
す
る
。

友
人
と
リ
ア
ル
に
会
う
の
も
、

ま
ず
は
街
に
出
て
、
近
く
に
い

る
友
人
を
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で

探す。タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
合
流

す
る
し
、
合
わ
な
け
れ
ば
合
流

し
な
い
。

ま
る
で
ノ
マ
ド
　
（
遊
牧
民
）

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
で
す
。

そ
の
少
し
前
の
世
代
を
　
「
Y

世
代
／
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
（
G
 
e

n
 
e
 
r
 
a
l
i
O
n
 
Y
）
」
、

そ
の
前
世
代
を
「
Ⅹ
世
代
／
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
　
（
G
 
e
 
n
 
e
 
r
 
a

l
i
 
O
 
n
 
X
）
　
」
　
と
言
い
ま

す。
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
、
こ

の
3
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
交

）

錯
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
コ
　
　
多
く
な
る
の
も
、
う
な
ず
け
ま

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
が
　
　
す
。

「
話
し
か
け
や
す
い
環
境
」
と

「
フ
ラ
ッ
ト
な
目
線
」
が
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
世
代
を

超
え
て
、
円
滑
な
会
話
が
成
り

立
つ
の
で
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
話
し
か
け

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
と
「
フ

ラ
ッ
ト
な
目
線
」
　
で
す
。

Ⅹ
世
代
は
、
会
社
や
上
司
か

ら
の
指
示
に
は
従
う
べ
き
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
　
「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ

き
」
　
「
部
下
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
っ
た
固
定
概
念
を
捨
て
き

れ
ず
に
い
ま
す
。

反
面
、
Y
・
Z
世
代
は
、
学

校
教
育
の
中
で
　
「
支
援
」
を
受

け
る
の
が
当
た
り
前
で
育
っ
て

き
ま
し
た
。
フ
ォ
ロ
ー
や
サ
ポ

ー
ト
は
、
あ
っ
て
当
た
り
前
。

環
境
を
整
え
て
も
ら
っ
た
上

で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
前

提
条
件
で
し
た
。
ま
た
、
上
司

が
絶
対
だ
と
い
う
考
え
方
は
薄

く
、
男
女
平
等
の
意
識
が
強
い

世
代
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
忙
し
そ
う
に

し
て
い
る
上
司
に
、
能
動
的
に

）

話
し
か
け
る
こ
と
は
、
か
な
り

の
ハ
ー
ド
ル
で
す
。
中
小
企
業

の
管
理
職
は
、
プ
レ
イ
ン
グ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
場
合
が
多
い
も

の
。
部
課
長
が
眉
間
に
シ
ワ
を

寄
せ
て
忙
し
く
働
い
て
い
る
と
、

部
下
か
ら
す
れ
ば
声
を
か
け
に

く
く
、
「
報
連
相
」
　
も
た
め
ら

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
報
連
相
が
大
事
」
と
言
い

な
が
ら
、
話
し
か
け
に
く
い
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、

も
し
か
し
て
上
司
そ
の
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ⅹ
世
代
が
昭
和
的
価

値
観
の
ま
ま
、
Y
・
Z
世
代
に

指
示
命
令
を
出
し
て
も
、
う
ま

く
意
思
疎
通
は
図
れ
ま
せ
ん
。

Y
・
Z
世
代
は
、
他
者
の
意

見
に
耳
を
傾
け
る
力
、
価
値
観

の
違
う
も
の
を
受
容
す
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
一
方
的
に
決
め
つ

け
る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
り
、

上
か
ら
目
線
で
言
わ
れ
た
り
す

る
と
、
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
　
「
フ
ラ
ッ

ト
な
目
線
」
が
大
切
な
の
で
す
。

役
職
や
肩
書
と
い
う
単
純
な

上
下
関
係
だ
け
で
、
押
し
付
け

た
り
、
強
制
し
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
「
違
う
年
齢
・
違
う

キ
ャ
リ
ア
・
違
う
職
種
だ
か
ら

こ
そ
、
ギ
ブ
で
き
る
こ
と
が
あ

る
」
　
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

世
代
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
求
め
る
も
の
が
、

大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
使
う
メ
イ
ン
ツ
ー
ル
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

価
値
観
の
溝
を
、
ど
う
埋
め
て
、

ツ
ー
ル
を
世
代
に
合
わ
せ
て
、

ど
う
使
い
こ
な
す
の
か
。

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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令
和
二
年
度

社
会
貢
献
大
賞
表
彰

ふ
る
さ
と
活
性
化
部
門
賞

ど
で
機
運
を
盛
り
上
げ
、
気
仙

沼
市
内
の
国
道
亜
号
に
早
期
実

現
を
訴
え
る
看
板
を
設
置
し
て

市
民
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
P
R
を

続
け
た
。
こ
う
し
た
運
動
が
結

実
し
、
遂
に
三
陸
道
が
県
内
完

成
を
み
た
。
こ
の
た
び
の
開
通

に
同
団
体
が
果
た
し
て
き
た
役

割
は
大
き
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
部
門
賞

五
手
品
人
里

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

実
現
の
会
（
気
仙
沼
）

平
成
十
年
十
二
月
に
、
三
陸

自
動
車
道
早
期
実
現
を
目
指
し

継
続
し
て
訴
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
気
仙
沼
人
力
舎
木
遣
会

を
中
心
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・

イ
ベ
ン
ト
・
建
設
業
界
な
ど
宮

城
・
岩
手
沿
線
の
2
5
も
の
民
間

団
体
が
結
束
し
「
三
陸
縦
貫
自

動
車
道
実
現
の
会
」
　
が
組
織
さ

れ
、
地
道
な
促
進
活
動
を
展
開

し
て
き
た
。
沿
線
自
治
体
へ
の

要
望
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

小
野
寺
紀
子
氏
　
　
（
気
仙
沼
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
首
都
圏
で
医
療
資
材
不
足
が

深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ

リ
袋
と
養
生
テ
ー
プ
で
簡
易
医

療
用
防
護
服
を
製
作
す
る
　
「
防

護
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
　
が
立
ち

上
が
り
全
国
的
に
活
動
し
て
き

た
。
未
だ
高
齢
者
施
設
や
介
護

施
設
で
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
継

続
支
援
に
加
え
ス
ポ
ッ
ト
の
支

援
要
請
に
も
対
応
し
て
い
る
。

各
団
体
や
学
校
へ
参
加
協
力
を

呼
び
掛
け
る
ほ
か
、
完
成
品
の

検
品
・
取
り
ま
と
め
・
発
送
等

を
個
人
的
調
達
で
続
け
て
き
た
。

）

か
ら
く
わ
タ
市
会
　
（
唐
桑
）

前
身
は
　
「
唐
桑
町
朝
市
実
行

委
員
会
」
と
し
て
中
井
公
民
館

で
地
域
の
産
品
の
販
売
所
と
し

て
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
唐
桑

町
の
農
協
に
販
売
場
所
を
変
更

し
夕
方
に
直
売
を
行
い
、
平
成

八
年
に
　
「
か
ら
く
わ
夕
市
会
」

が
設
立
さ
れ
た
。
前
身
時
代
か

ら
数
え
る
と
三
十
年
以
上
に
亘

っ
て
唐
桑
地
域
の
消
費
者
と
事

業
者
の
交
流
の
場
を
提
供
し
地

域
の
賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
お

り
、
域
内
の
需
要
喚
起
に
資
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
部
門
質

気
仙
沼
本
吉

サ
ー
フ
イ
ン
ク
●
フ
ブ
　
（
本
音
）

「
サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
じ
て
海
や

環
境
へ
の
関
心
や
健
康
な
体
を

育
成
す
る
こ
と
」
「
全
国
で
も
有

数
な
本
書
地
方
の
サ
ー
フ
ス
ポ

ッ

ト

を

ラ

イ

フ

セ

ー

ビ

ン

グ

を

通
し
て
安
全
を
守
り
啓
発
す
る

こ
と
」
　
「
地
域
の
活
性
化
・
相
互

協
力
・
サ
ー
フ
ィ
ン
を
普
及
す

る
こ
と
」
を
目
的
に
平
成
三
年

よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
気
仙
沼
市
長
杯
サ
ー

フ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
前
身
で

あ
る
本
書
町
長
杯
サ
ー
フ
ィ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
、
令

和
二
年
で
3
5
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
。
ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い

る
ク
リ
ー
ン
活
動
に
は
、
地
元

住
民
も
自
主
的
に
参
加
す
る
よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
活

動
や
、
小
泉
海
岸
の
駐
車
場
内

の
見
守
り
活
動
を
行
う
等
の
地

域
貢
献
も
行
っ
て
い
る
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
賞

合
同
会
社
で
ん
で
ん
む
し

カ
ン
パ
〓
1
　
（
歌
津
）

震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
き
っ
か
け
に
東
京
か
ら
移

住
し
た
代
表
の
中
村
氏
が
平
成

二
十
四
年
に
南
三
陸
町
観
光
協

会
へ
入
社
、
二
十
七
年
に
独
立

し
て
耕
作
放
棄
地
の
再
利
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
活
動

し
、
平
成
二
十
九
年
に
同
法
人

を
設
立
し
た
。

埋
も
れ
て
し
ま
う
耕
作
放
棄

地
や
古
民
家
を
有
効
活
用
し
、

新
た
な
魅
力
資
源
へ
と
再
生
し

て
い
る
。
主
に
①
耕
作
放
棄
地

を
再
利
用
し
た
藍
草
の
栽
培
・

染
料
づ
く
り
藍
染
め
製
品
の
販

売
、
藍
染
め
体
験
教
室
の
開
催

）

②
古
民
家
を
大
規
模
改
修
工
事

し
、
地
域
の
方
の
交
流
場
所
や

宿
泊
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
組

み
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

打
だ
札
恥
滞
川
代
‥

南
三
陸
ワ
イ
ナ
リ
ー
㈱（志津川）

南
三
陸
町
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
平
成
二
十
九
年
に
　
「
南

三
陸
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
上
げ
、
ワ
イ
ン
造
り
を
開

始
。
平
成
三
十
一
年
二
月
に
同

法
人
を
設
立
、
今
年
十
月
に
は

醸
造
施
設
が
完
成
予
定
で
あ
る
。

山
の
山
頂
に
は
ブ
ド
ウ
畑
が
作

ら
れ
、
そ
こ
で
育
っ
た
ブ
ド
ウ

が
海
に
面
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
で

醸
造
さ
れ
る
。
南
三
陸
の
山
と

海
の
恵
み
を
活
か
し
た
ワ
イ
ン

が
作
ら
れ
る
と
同
時
に
、
訪
れ

た
人
に
は
海
中
熟
成
さ
れ
る
ワ

イ
ン
を
海
へ
沈
め
た
り
、
ブ
ド

ウ
の
収
穫
体
験
を
通
じ
て
南
三

陸
全
体
を
体
感
し
て
も
ら
う
。

南
三
陸
の
海
の
幸
と
山
の
幸
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ユ
を
堪
能
す
る
こ

と
で
「
食
文
化
」
と
「
地
域
」
を

感
じ
て
も
ら
い
、
町
に
新
た
な

賑
わ
い
を
作
り
出
し
て
い
る
。
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法　人　会　セ　ミ　ナ　ー　の　ご　案　内 

半日でわかる！総務の基本と実務 

講師：林　忠　史　氏（㈲マスエージェント代表取締役） 

◎日　時‥9月3日（金）　　　　　《主な講座内容≫ 
午後1時30分～4時30分 

◎会　場：サンマ●ル気仙沼ホテル観洋　　1・総務の役割と仕事 

（気仙沼市港町4・19電話24－1200）　　　2・総務業務のサイクル 

竃蒜還蒜蒜三三芸とい　…；≡≡書写…蓋喜…£弛漸 
※状況により中止・延期となる場合がございます 

主催‥公益社団法人気仙沼法人会　《電話・Fax22－9107》 

名刺・伝票・ハガ辛・ラベル・会報等々 
一叢短納期でお応えします－ 

目隠しシール「情報守くん」、省資源対策「往復封筒」等 

双葉印刷株式会社 
〒988－0866宮城県気仙沼市内松川41－1 

TEL（0226）25－8215　FAX25－8216 

http：Nwww．futaba－insatsu．co．jp 

法人ニュース広告募集 

当会では年4回（5、7、10、1月）会報を発行し 

ております。 

配布対象先は気仙沼・唐桑・本吉・歌津・志津川 

に事業所のある会見と関連団体です。 

広告の掲載をご希望の方は事務局までご連絡くだ 

さい。（22－9107） 

未
加
入
企
業
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

－
　
　
会
員
募
集
中
　
　
－

法
人
会
は
よ
き
経
営
者
を
目

指
す
も
の
の
団
体
と
し
て
会
員

の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業

経
営
お
よ
び
会
社
の
健
全
な
発

展
に
貢
献
し
ま
す
。

正
し
い
税
知
識
を
は
じ
め
企

業
経
営
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や

情
報
を
提
供
す
る
為
、
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
会
を
開
催
し
、
経

営
者
自
身
や
幹
部
社
員
・
各
部

門
担
当
者
の
人
材
育
成
に
も
お

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
に
企
業
の
立
場
で

全
国
の
会
員
の
声
を
集
結
し
、

大
局
的
見
地
か
ら
税
制
改
正
に

つ
い
て
強
く
意
見
活
動
を
続
け

て
お
り
、
仲
間
が
多
い
ほ
ど
大

き
な
実
り
が
あ
り
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
事
業
所
で
、

ま
だ
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
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